
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

中1 理科 ポイント 名前

地球 5 地層のでき方 ＿＿＿ 月 ＿＿＿ 日

まとめ 風化・侵食・運搬・堆積

岩石が気温の変化や水のはたらきで表面からぼろぼろにくずれることを風化という。

風化した岩石が雨水や流水にけずられることを侵食、土砂が水に流されて運ばれることを運搬、水の流れが弱まっ

て粒が積もることを堆積という。

● 堆積する粒は、粒の大きいれきが河口近くに、粒の小さい泥が沖合に積もる(大きい順に れき＞砂＞泥)。

図 柱状図の読み取り
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複数の地点の地層を比べるとき、はなれた場所でも見分けやすい特

徴的な層をかぎ層として地層を対比する。火山灰からできた凝灰岩の

層は同じ時期に広い範囲へ積もるので、よいかぎ層になる。

左の図(3地点の地表の標高は同じ)では、凝灰岩の層(かぎ層)が A → B → C の

順に深い位置にある。

例題 地層の新旧を読み取る

● 地層はふつう下から上へ堆積するので、地層の重なり方の順は、下にある層ほど古い。

(1) 地層が逆転していないとき、下にある層と上にあ

る層ではどちらが古いか。

下にある層が古い(下から上へ積もる)

(2) 断層が地層を切ってずらしているとき、断層と地

層ではどちらが新しいか。

断層が新しい(地層ができたあとにずれた)

まとめ 地層からわかる大地の歴史

地層をつくる粒の大きさや種類から、堆積した当時の環境(海の深さや流れの速さなど)を知ることができる。

地層をつくる岩石に含まれる化石からは、堆積した当時の環境や時代を知ることができる。

がけで地層を観察するときは、層の厚さ・色・粒の大きさ・化石の有無などを記録し、柱状図に表す。

● 下から れき岩 → 砂岩 → 泥岩 と重なっていれば、その場所は河口から遠くなった(海が深くなった)と考えられる。

● 凝灰岩の層があれば、その層が堆積したころに近くで火山の噴火があったとわかる。
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